
１
　
は
じ
め
に

１
‐
１
　
問
題
の
所
在

　
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
本
格
的
に
登
場
し
た
近
代
的
な
編
集
型
漢
文
教
科

書
に
共
通
す
る
特
徴
に
つ
い
て
、
浜
本
純
逸
（
二
〇
一
二
）
は
検
定
認
可
第
一

号
の
金
港
堂
刊
・
秋
山
四
郎
編
『
中
学
漢
文
読
本
』（
明
治
二
九
年
文
部
省
検
定

済
）
の
編
纂
方
針
を
も
と
に
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い 

①
日
本
漢
文
か
ら
漢
文
学
習
を
始
め
て
い
る
。
日
本
漢
文
が
漢
文
教
材
の

「
本
」
で
あ
り
「
始
め
」「
基
本
」
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

②
漢
文
学
習
の
目
的
を
国
文
の
光
輝
（
よ
さ
）
を
発
揚
さ
せ
る
た
め
、
と
考

え
て
い
る
。

③
丸
本
を
超
え
て
、
文
章
を
選
択
・
抄
出
し
て
編
者
の
観
点
に
立
脚
し
て
配

列
し
て
い
る
。

④
教
材
文
の
配
列
に
当
た
っ
て
、
易
か
ら
難
へ
の
教
育
的
配
慮
を
持
っ
て
い

る
。
１

る
。

⑤
教
育
目
標
と
し
て
日
本
魂
及
び
皇
国
意
識
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
編
纂
方
針
が
「
同
年
代
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
広
く
踏
襲
さ
れ
て
い
っ

 

と
浜
本
純
逸
（
二
〇
一
二
）
は
述
べ
て
お
り
、
後
続
す
る
多
く
の
編
集
型

漢
文
教
科
書
の
編
纂
方
針
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た
編
集
型
漢
文
教
科
書
の
編
纂
方
針
は
他
の
科
目
の
教
科

書
、
特
に
同
年
代
の
中
等
国
語
教
科
書
と
関
連
し
て
い
た
こ
と
が
仮
説
と
し
て

推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
中
学
校
「
国
語
及
漢
文
」
科
の
学
習
内

容
が
詳
細
に
指
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
始
め
た
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要

目
」
の
「
国
語
」
と
「
漢
文
」
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
上
で
、
当
時
の
「
中

等
国
語
読
本
の
定
型
の
成 

と
い
わ
れ
る
落
合
直
文
編
『
訂
正
中
等
国
語
読

本
』
と
、
同
年
代
の
秋
山
四
郎
編
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
の
編
纂
方
針
の

比
較
を
通
し
て
、
国
語
科
成
立
期
の
漢
文
教
科
書
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
行

な
い
た
い
。

た
。」
２

立
」
３
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明
治
期
編
集
型
漢
文
教
科
書
の
編
纂
方
針
に
関
す
る
研
究

─
─
秋
山
四
郎
編
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』（
明
治
四
一
年
第
五
版
）
と

落
合
直
文
編
『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』（
明
治
三
六
年
訂
正
版
）
と
の
比
較
を
通
し
て
─
─

西
　
岡
　
智
　
史



１
‐
２
　
研
究
の
方
法

　
前
述
の
仮
説
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
研
究
で
は
次
の
方
法
で
検
討
を

行
な
う
こ
と
と
す
る
。

①
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
に
示
さ
れ
た
「
国
語
及
漢
文
」
科
に
お

け
る
国
語
と
漢
文
の
関
連
を
検
討
す
る
。

②
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
に
準
拠
し
た
秋
山
四
郎
編
『
第
一
訂
正

漢
文
教
科
書
』（
明
治
四
一
年
）
の
編
纂
方
針
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
教
材

の
内
容
を
検
討
す
る
。

③
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
に
準
拠
し
た
落
合
直
文
編
『
訂
正
中
等

国
語
読
本
』（
明
治
三
六
年
）
の
編
纂
方
針
と
教
材
の
内
容
を
、『
訂
正
中
等

国
語
読
本
編
纂
趣
意
書
』（
明
治
三
六
年
）
を
用
い
て
検
討
す
る
。

④
②
・
③
の
比
較
を
通
し
て
、
秋
山
四
郎
編
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』（
明
治

四
一
年
）
の
編
纂
方
針
の
相
対
的
な
特
徴
や
位
置
づ
け
を
指
摘
し
、
明
治
期

編
集
型
漢
文
教
科
書
の
特
徴
を
考
察
す
る
。

　
次
に
、
今
回
と
り
上
げ
る
教
科
書
の
史
料
と
し
て
の
意
義
を
説
明
し
て
お
き

た
い
。

　
秋
山
四
郎
編
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
は
、
全
学
年
の
学
習
内
容
を
網
羅

し
た
本
格
的
な
編
集
型
漢
文
教
科
書
と
し
て
検
定
認
可
第
一
号
と
な
っ
た
『
中

学
漢
文
読
本
』
の
系
統
の
漢
文
教
科
書
で
あ
る
。
今
回
分
析
に
用
い
た
明
治
四

一
年
刊
行
第
五
版
の
奥
付
に
よ
る
と
、
明
治
三
四
年
に
初
版
、
明
治
三
五
年
に

訂
正
再
版
、
明
治
三
九
年
に
訂
正
三
版
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
、
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
三
四
年
は
「
中
学
校
教
授
要
目
」
公
布

の
前
年
で
あ
る
が
、
そ
の
後
訂
正
が
加
え
ら
れ
、
明
治
四
一
年
に
は
第
五
版
が

刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
明
治
三
五
年
の
「
中
学
校
教
授
要
目
」

が
改
正
さ
れ
た
の
は
明
治
四
四
年
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
初
版
か
ら
複
数
回
訂

正
が
重
ね
ら
れ
た
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
の
明
治
四
一
年
第
五
版
は
明
治

三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
に
準
拠
し
た
編
集
型
漢
文
教
科
書
で
あ
る
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
秋
山
四
郎
編
纂
の
漢
文
教
科
書
は
時
勢
を
反
映
し
た
編

纂
方
針
が
採
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い 

し
た
が
っ
て
秋
山
四
郎
編
纂
の

漢
文
教
科
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
い
て
要
求
さ
れ
て
い
た
漢
文
教
育
観
を

読
み
と
る
こ
と
に
適
し
た
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
代
学
校
制
度
や

「
国
語
」
科
の
確
立
期
で
あ
る
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
公
布
の
時
期

に
刊
行
さ
れ
た
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』（
明
治
四
一
年
第
五
版
）
の
編
纂
方

針
は
「
漢
文
」
と
い
う
教
科
の
枠
内
の
傾
向
に
留
ま
ら
ず
、
同
年
代
に
成
立
し

た
他
教
科
（
特
に
国
語
）
と
の
関
連
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
落
合
直
文
編
『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』
に
つ
い
て
は
、
既
に
こ
れ
を
と
り
上

げ
た
明
治
期
国
語
教
科
書
研
究
と
し
て
山
根
安
太
郎
『
国
語
教
育
史
研
究
─
近

代
国
語
科
教
育
の
形
成
─
』（
溝
本
積
善
館 
一
九
六
六
年
）
が
存
在
す
る
。
山

根
安
太
郎
（
一
九
六
六
）
は
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
が
制
定
さ
れ

た
時
期
の
国
語
教
科
書
の
代
表
と
し
て
落
合
直
文
編
『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』

に
着
目
し
、
教
科
書
の
傾
向
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
こ
で
『
訂
正
中
等
国
語
読

本
』
は
、
明
治
三
〇
年
代
に
登
場
し
た
近
代
的
な
国
語
教
科
書
の
典
型
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
お 

ま
た
「
落
合
本
の
地
位
と
意
義
」
と
し
て
「
全
体
の

目
次
を
通
覧
す
る
だ
け
で
、
も
は
や
前
代
の
雅
文
時
代
や
文
範
時
代
を
脱
し
て
、

中
学
国
文
「
読
本
」
の
一
典
型
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
感
ぜ
し
め
る
。」（
三

五
三
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
根
（
一
九
六
六
）
が
示
し
た
『
訂

る
。
４

り
、
５
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正
中
等
国
語
読
本
』
の
位
置
づ
け
は
橋
本
暢
夫
（
二
〇
〇
二
）
に
お
い
て
も

「
中
等
国
語
読
本
の
定
型
の
成
立
」
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い 

な
お
、
明
治
後

期
の
中
等
学
校
国
語
教
材
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
野
地
潤
家
（
一
九
九
八
）
が

す
で
に
検
討
を
行
な
っ
て
い 

だ
が
、
こ
れ
は
近
代
作
家
の
文
章
の
採
録
頻

度
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
種
類
の
教
科
書
に
お
け
る
教
材
配
列

や
文
章
の
比
重
な
ど
を
検
討
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
今
回
研
究
対
象
と
な
る
年
代
は
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
公
布
か

ら
明
治
四
四
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
改
正
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
明
治

三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
公
布
に
よ
っ
て
、
制
度
上
「
国
語
及
漢
文
」
の

枠
組
み
と
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
る
具
体
的
な
教
材
（
教
育
内
容
）
の
方
針
が
明
示

さ
れ
始
め
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
「
国
語
」
科
と
「
漢
文
」
科
の
両
教

科
書
を
比
較
す
る
こ
と
で
、「
漢
文
」
科
が
近
代
的
な
教
科
目
と
し
て
確
立
さ
れ

た
時
期
に
お
け
る
編
集
型
漢
文
教
科
書
の
相
対
的
な
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。

　
な
お
分
析
に
あ
た
っ
て
、『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』（
金
港
堂
発
行
・
明
治

四
一
年
第
五
版
）
の
巻
之
一
は
広
島
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
本
、
巻
之
二
～
四

は
二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
推
進
室
所
蔵
本
、
巻
之
五
は
京
都
大
学

人
間
環
境
学
研
究
科
総
合
人
間
学
部
図
書
館
所
蔵
本
、『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』

巻
一
～
十
（
明
治
書
院
発
行
・
明
治
三
六
年
版
）
は
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所

蔵
本
、『
訂
正
中
等
国
語
読
本
編
纂
趣
意
書
』
は
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
収
本
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

る
。
６

る
。
７

２
　
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
で
示
さ
れ
た
国

語
教
材
と
漢
文
教
材
の
関
連
性

　
本
節
で
は
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
で
示
さ
れ
た
国
語
教
材
と
漢

文
教
材
の
内
容
を
分
析
し
、
そ
こ
で
示
さ
れ
て
い
た
相
対
的
な
漢
文
の
位
置
や

漢
文
教
材
の
特
徴
を
検
討
す
る
。

　
我
が
国
の
中
等
普
通
教
育
に
お
け
る
言
語
系
科
目
に
お
い
て
、「
国
語
」
科
が

確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
明
治
二
〇
年
代
ま
で
は
漢
文
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と

い
わ
れ 

し
か
し
明
治
二
七
年
に
改
正
さ
れ
た
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其

程
度
」
に
お
い
て
国
語
重
視
の
方
針
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な 

明
治
三
三
年

に
は
初
等
教
育
に
お
い
て
国
語
科
が
成
立
し
た
。
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授

要
目
」
は
前
年
に
公
布
さ
れ
た
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
の
規
定
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
明
治
三
四
年
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
第
一
章
第
三
条
に
お

い
て
「
国
語
及
漢
文
」
科
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い 

　
国
語
及
漢
文
ハ
普
通
ノ
文
章
ヲ
了
解
シ
正
確
且
自
由
ニ
思
想
ヲ
表
彰
ス
ル

ノ
能
ヲ
得
シ
メ
文
学
上
ノ
趣
味
ヲ
養
ヒ
兼
テ
智
徳
ノ
啓
発
ニ
資
ス
ル
ヲ
以
テ

要
旨
ト
ス

　
国
語
及
漢
文
ハ
現
時
ノ
国
文
ヲ
主
ト
シ
テ
講
読
セ
シ
メ
進
ミ
テ
ハ
近
古
ノ

国
文
ニ
及
ホ
シ
又
実
用
簡
易
ナ
ル
文
ヲ
作
ラ
シ
メ
文
法
ノ
大
要
国
文
学
史
ノ

一
斑
ヲ
授
ケ
又
平
易
ナ
ル
漢
文
ヲ
講
読
セ
シ
メ
且
習
字
ヲ
授
ク
ベ
シ

　
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
の
「
国
語
及
漢

る
。
８

り
、
９

る
。
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文
」
は
「
講
読
」「
文
法
及
作
文
」「
習
字
」
の
三
領
域
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
中

で
漢
文
学
習
は
主
に
「
講
読
」
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以

下
に
「
中
学
校
教
授
要
目
」
に
示
さ
れ
て
い
る
「
国
語
及
漢
文
」
の
「
講
読
ノ

材
料
」
の
内
容
を
（
国
語
教
材
）（
漢
文
教
材
）（
教
材
の
比
重
）
と
い
う
三
点

に
要
約
し
て
、
学
年
別
に
引
用
し
て
お 

・
第
一
学
年

（
国
語
教
材
）

小
学
校
ニ
於
ケ
ル
国
語
ト
ノ
連
絡
ヲ
図
リ
今
文
ヲ
用
ヒ
テ
修
身
、
歴
史
、
地

理
、
理
科
、
実
業
等
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
記
シ
タ
ル
現
代
作
家
ノ
平
正
ナ
ル
記

事
文
、
叙
事
文
等
ヲ
採
ル
ヘ
シ
又
普
通
今
文
ノ
外
正
確
ナ
ル
口
語
ノ
標
準
ヲ

示
ス
ヘ
キ
演
説
、
談
話
ノ
筆
記
並
ニ
現
代
名
家
ノ
書
牘 

新
体
詩
ヲ
モ
含

マ
シ
メ
テ
可
ナ
リ
其
ノ
程
度
ハ
文
部
省
編
纂
高
等
小
学
読
本
ノ
第
六
巻
及
第

七
巻
ニ
準
ス
ヘ
シ

（
漢
文
教
材
）

固
ヨ
リ
文
意
完
結
セ
ル
全
編
ヲ
採
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス
第
一
学
期
ニ
於
テ
ハ
単

語
単
句
ヲ
挙
ケ
テ
其
ノ
組
織
ノ
国
語
ノ
組
織
ト
ノ
異
同
ヲ
示
シ
第
二
学
期
以

後
ニ
於
テ
ハ
我
国
近
世
作
家
ノ
用
語
平
易
ニ
構
造
簡
易
ナ
ル
短
章
ニ
句
読
、

返
リ
点
、
送
リ
仮
名
ヲ
施
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
授
ケ
時
々
既
ニ
課
シ
了
リ
タ
ル
国

語
ノ
一
二
節
ヲ
漢
訳
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
モ
交
ヘ
テ
之
ニ
対
照
セ
シ
ム
ヘ
シ

（
教
材
の
比
重
）

国
語
八
、
漢
文
二

・
第
二
学
年

く
。

　１１

文
及

　１２

（
国
語
教
材
）

今
文
　
前
年
ニ
準
シ
現
代
作
家
ノ
論
説
文
ヲ
加
フ

近
世
文
　
今
文
ニ
近
キ
モ
ノ
、
例
ヘ
ハ
橘
南
谿
ノ
東
西
遊
記
、
伴
嵩
蹊
ノ
近

世
畸
人
伝
、
貝
原
益
軒
ノ
訓
誡
書
類
、
成
島
司
直
ノ
徳
川
実
記
附
録
ノ
類

（
漢
文
教
材
）

前
学
年
ニ
準
シ
又
我
国
近
世
作
家
ノ
簡
易
ナ
ル
叙
事
文
或
ハ
伝
記
、
紀
行
等

ノ
文
意
完
結
セ
ル
短
篇
ヲ
加
フ
、
例
ヘ
ハ
頼
山
陽
ノ
日
本
外
史
、
大
槻
磐
渓

ノ
近
古
史
談
、
塩
谷
宕
陰
ノ
宕
陰
存
稿
、
安
井
息
軒
ノ
読
書
余
滴
ノ
類

（
教
材
の
比
重
）

国
語
七
（
今
文
二
、
近
世
文
一
）、
漢
文
三

・
第
三
学
年

（
国
語
教
材
）

今
文
　
現
代
ノ
思
想
及
事
実
ヲ
叙
述
論
議
ス
ル
今
文

近
世
文
　
室
鳩
巣
ノ
駿
台
雑
話
、
安
藤
年
山
ノ
年
山
紀
聞
、
新
井
白
石
ノ
読

史
余
論
、
本
居
宣
長
ノ
玉
勝
間
ノ
類

近
古
文
　
鎌
倉
室
町
時
代
ノ
文
、
例
ヘ
ハ
保
元
平
治
物
語
、
神
皇
正
統
記
、

十
訓
抄
、
樵
談
治
要
ノ
類

韻
文
　
主
ト
シ
テ
今
様
歌

（
漢
文
教
材
）

前
学
年
ニ
準
シ
又
我
国
作
家
ノ
論
説
文
ヲ
加
フ
、
例
ヘ
ハ
頼
山
陽
ノ
日
本
外

史
ノ
叙
論
ノ
類

（
教
材
の
比
重
）

国
語
七
（
今
文
三
、
近
世
文
二
、
近
古
文
一
）、
漢
文
三
（
記
事
文
・
叙
事
文
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一
、
論
説
文
一
）

・
第
四
学
年

（
国
語
教
材
）

今
文
　
前
年
ニ
準
シ
又
勅
書
、
上
書
等
ヲ
加
フ

近
世
文
　
新
井
白
石
ノ
折
焚
柴
の
記
、
太
宰
春
台
ノ
経
済
録
ノ
類
、
但
碑
文

ノ
類
ト
雖
モ
教
育
上
ノ
目
的
ニ
戻
ラ
サ
ル
限
ハ
之
ヲ
採
ル
ヲ
可
ト
ス

近
古
文
　
源
平
盛
衰
記
、
太
平
記
ノ
類

歌
　
古
今
和
歌
集
ノ
類

（
漢
文
教
材
）

句
読
及
返
リ
点
ヲ
施
シ
送
リ
仮
名
ヲ
省
キ
タ
ル
モ
ノ

散
文
　
前
学
年
ニ
準
シ
又
支
那
作
家
ノ
簡
易
ナ
ル
伝
記
、
紀
行
等
ノ
文
ヲ
加

フ
、
例
ヘ
ハ
清
朝
作
家
、
唐
宋
八
家
ノ
文
、
佐
藤
一
斎
、
松
崎
慊
堂
ノ
文
ノ
類

詩
　
唐
詩
選
ノ
類

（
教
材
の
比
重
）

国
語
六
（
今
文
二
、
近
世
文
一
、
近
古
文
一
）、
漢
文
四
（
我
国
作
家
ノ
文
一
、

支
那
作
家
ノ
文
一
）、
詩
歌
ヲ
適
宜
加
フ

・
第
五
学
年

（
国
語
教
材
）

今
文
　
前
学
年
ニ
準
ス

近
世
文
　
前
学
年
ニ
準
ス

近
古
文
　
前
学
年
ニ
準
ス

歌
　
前
学
年
ニ
準
ス

（
漢
文
教
材
）

散
文
　
前
学
年
ニ
準
シ
又
史
記
、
蒙
求
、
論
語
ノ
類
ヲ
加
フ

詩
　
前
学
年
ニ
準
ス

（
教
材
の
比
重
）

国
語
六
（
今
文
一
、
近
世
文
一
、
近
古
文
一
）、
漢
文
四
（
我
国
作
家
ノ
文
一
、

支
那
作
家
ノ
文
三
）、
詩
歌
ヲ
適
宜
加
フ

　
上
に
示
し
た
「
中
学
校
教
授
要
目
」
の
内
容
を
通
覧
す
る
と
、
国
語
・
漢
文

と
も
に
教
材
の
難
易
度
や
作
品
例
、
比
重
な
ど
が
詳
細
に
明
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
「
中
学
校
教
授
要
目
」
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い

る
国
語
教
材
・
漢
文
教
材
の
特
徴
と
関
連
を
検
討
し
て
お
く
。

　
ま
ず
国
語
教
材
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
国
語
」
科
で
は
こ
の
時
期
成
立
し
た

小
学
校
国
語
科
と
の
関
連
が
第
一
学
年
で
明
記
さ
れ
て
い
る
一
方
、
そ
れ
は

「
漢
文
」
科
に
お
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
国
語
」
の
内
容
は
記
事
文
・

叙
事
文
中
心
で
あ
り
、「
修
身
・
地
理
・
理
科
」
な
ど
総
合
科
目
的
な
傾
向
を
示

し
て
い
る
が
、
当
時
は
日
本
の
近
代
文
学
が
発
展
途
上
に
あ
っ
た
た
め
か
、
小

説
の
教
材
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
国
語
」
の
文
体
面
で
は
「
今
文
」
が
中
心
で
、

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
「
近
世
文
」「
近
古
文
」「
韻
文
」
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
で
は
従
来
の
「
和

漢
文
」
で
採
ら
れ
た
雅
文
中
心
・
文
範
重
視
の
国
語
教
材
観
か
ら
脱
却
し
、「
今

文
」（
通
用
文
）
の
方
を
重
視
す
る
方
針
が
読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
国
語
に
お
い

て
は
「
正
確
ナ
ル
口
語
ノ
標
準
ヲ
示
ス
ヘ
キ
演
説
、
談
話
ノ
筆
記
」
と
い
う
文

言
に
言
文
一
致
の
影
響
が
見
出
せ
る
。

　
一
方
の
漢
文
教
材
は
、
第
一
学
年
第
一
学
期
で
は
「
国
語
ノ
組
織
ト
ノ
異
同
」
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か
ら
漢
文
の
学
習
を
開
始
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
一
学
年
の

「
第
二
学
期
以
後
」
で
は
「
既
ニ
課
シ
了
リ
タ
ル
国
語
ノ
一
二
節
ヲ
漢
訳
シ
タ
ル

モ
ノ
」、
つ
ま
り
既
に
学
習
し
た
国
語
教
材
の
一
節
を
漢
訳
し
た
文
章
を
漢
文
法

の
学
習
で
用
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
お
り
、
文
法
・
教
材
内
容
の
両
面
で
国
語

と
の
関
連
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
「
中
学
校
教
授
要
目
」
に
お
い

て
指
定
さ
れ
て
い
る
日
本
漢
文
教
材
は
成
立
年
代
が
比
較
的
新
し
い
「
我
国
近

世
作
家
」
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
教
材
例
も
江
戸
時
代
の
漢
学
者
の
著

作
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
中
国
漢
文
教
材
は
第
五
学
年
で
『
史
記
』『
蒙
求
』

『
論
語
』
が
例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
治
初
期
ま
で
漢
学
初
学
者
向
け
の

教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
漢
籍
で
あ
っ 

ま
た
、
第
五
学
年
で
は
日
本

漢
文
よ
り
も
中
国
漢
文
の
比
重
の
方
が
大
き
い
も
の
の
、
当
時
の
学
校
制
度
で

は
第
三
学
年
で
師
範
学
校
、
第
四
学
年
で
高
等
学
校
、
大
学
予
科
な
ど
へ
の
進

学
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
全
体
と
し
て
は
日
本
漢
文
を
優
先

す
る
方
針
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
文
章
の
内
容
は
、
国
語
が
「
今
文
」
か
ら
「
近
世
文
」「
近
古
文
」
へ
と
年
代

を
遡
る
順
で
配
列
さ
れ
て
お
り
、
漢
文
は
平
易
な
日
本
漢
文
か
ら
始
ま
り
、
中

国
漢
文
へ
と
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
か
つ
て
の
和
漢
学
や
「
教
育
令
」

期
の
中
学
校
「
和
漢
文
」
科
が
古
典
重
視
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
国
語
の
成
立

に
伴
っ
て
「
国
語
」
の
「
漢
文
」
両
方
と
も
通
用
文
重
視
へ
方
針
転
換
が
な
さ

れ
た
と
い
え
る
。
国
語
対
漢
文
の
教
材
比
重
は
、
第
一
学
年
が
六
対
四
、
第

二
・
三
学
年
が
七
対
三
、
第
四
・
五
学
年
が
六
対
四
と
い
う
よ
う
に
学
年
段
階

が
上
が
る
に
つ
れ
漢
文
の
比
重
が
上
が
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
国
語
の
比

重
が
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
国
語
及
漢
文
」
は
全
体
的
に
国
語
や
通

用
文
の
重
視
が
図
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

た
。

　１３

　
こ
こ
で
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、「
中
学
校
教
授
要
目
」
で
示
さ
れ
た
国
語
・

漢
文
教
材
の
共
通
点
と
相
違
点
を
要
約
し
て
お
く
。

　
国
語
と
漢
文
の
共
通
点
と
し
て
は
、
国
語
で
は
「
今
文
」、
漢
文
で
は
「
我
国

近
世
作
家
」
の
文
を
中
心
と
し
、
い
ず
れ
も
古
典
よ
り
も
年
代
の
新
し
い
文
章

を
優
先
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
「
叙
事
文
」
を
重
視
し
て
い
る
点

も
国
語
と
漢
文
で
共
通
し
て
い
る
。

　
次
に
国
語
教
材
と
漢
文
教
材
の
相
違
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
国
語
教
材
に
お
い
て
は
小
学
校
と
の
関
連
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
漢
文
教
材

に
は
そ
れ
が
な
い
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
学
年
の
国
語
で
は
「
小
学
校
ニ

於
ケ
ル
国
語
ト
ノ
連
絡
ヲ
図
リ
今
文
ヲ
用
ヒ
テ
修
身
、
歴
史
、
地
理
、
理
科
、

実
業
等
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
記
シ
タ
ル
現
代
作
家
ノ
平
正
ナ
ル
記
事
文
、
叙
事
文

等
」
と
あ
り
、
小
学
校
の
国
語
科
と
の
関
連
、
す
な
わ
ち
当
時
の
初
等
国
語
科

な
内
包
し
て
い
た
「
修
身
、
歴
史
、
地
理
、
理
科
、
実
業
等
」
の
事
項
と
の
関

連
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
第
一
学
年
の
漢
文
で
は
そ
れ
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
漢
文
科
は
小
学
校
の
国
語
科
と
の
関
連
は
「
中
学
校
教
授
要
目
」

の
文
言
上
か
ら
は
読
み
と
れ
な
い
。

　
ま
た
、
先
に
国
語
と
漢
文
の
「
共
通
点
」
と
し
て
指
摘
し
た
双
方
の
「
叙
事

文
」
と
い
う
文
言
の
内
容
で
あ
る
が
、
実
際
の
教
科
書
上
で
ど
の
程
度
の
関
連

性
が
あ
る
の
か
は
「
中
学
校
教
授
要
目
」
の
文
言
だ
け
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

国
語
教
材
で
は
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
本
居
宣
長
な
ど
の
国
学
系
の
文
章
や

『
太
平
記
』『
徒
然
草
』
な
ど
の
中
世
文
、
漢
文
教
材
は
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ

て
史
書
や
中
国
古
典
な
ど
旧
来
の
漢
学
の
内
容
が
示
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
双

方
の
教
材
の
内
容
自
体
は
一
致
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
漢
文
科
と
国
語
科
の

教
材
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
の
比
較
を
通
し
て
さ
ら
に
検
討
を
行
な
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う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３
　
秋
山
四
郎
編
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
の
編
纂
方

針
と
教
材
の
特
徴

　
前
節
の
引
用
箇
所
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
中
学
校
教
授
要
目
」
で
は
国
語

教
材
・
漢
文
教
材
の
内
容
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
国
語
の
尊
重
と
学
年

段
階
に
応
じ
た
教
材
の
配
列
や
実
用
語
重
視
の
方
針
が
採
用
さ
れ
て
い
た
と
い

え
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
漢
文
教
科
書
と
国
語
教
科
書
に
は
、
ど

の
よ
う
な
関
連
性
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
本
節
で
は
秋
山
四

郎
編
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』（
明
治
三
四
年
初
版
・
明
治
四
一
年
第
五
版
）

の
内
容
構
成
に
注
目
し
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
漢
文
教
材
の
動
向
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
に
は
作
者
に
よ
る
緒
言
は
附
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
本
項
で
は
主
に
「
中
学
校
教
授
要
目
」
を
参
照
と
し
な
が
ら
、『
第

一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
の
教
材
の
比
重
、
教
材
の
配
列
、
出
典
の
傾
向
を
検
討

す
る
。

　『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
の
構
成
（
巻
別
の
学
課
数
・
ペ
ー
ジ
総
数
）
を
以

下
の
と
お
り
で
あ 

巻
之
一
　
句
法
一
五
課
・
短
編
の
日
本
漢
文
五
一
課
（
全
五
二
頁
）

巻
之
二
　
四
〇
課
（
全
五
四
頁
）
短
編
の
日
本
漢
文

巻
之
三
　
三
九
課
（
全
六
一
頁
）
長
編
の
日
本
漢
文

巻
之
四
　
五
九
課
（
全
六
六
頁
）
長
編
の
日
本
漢
文
二
六
課
、
短
編
の
中
国

漢
文
三
三
課

る
。

　１４

巻
之
五
　
六
二
課
（
全
六
九
頁
）
長
編
の
日
本
漢
文
一
四
課
、
短
編
の
中
国

漢
文
四
八
課

　
こ
の
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
に
お
け
る
文
章
教
材
の
主
な
内
容
は
歴
史

教
材
（
故
事
や
歴
史
人
物
伝
）
や
地
理
教
材
、
博
物
教
材
、
時
事
教
材
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
教
材
が
修
身
的
特
徴
を
有
し
て
い
た
り
、
地
理
教
材
に

歴
史
の
事
物
が
含
ま
れ
て
い
た
り
と
、
一
つ
の
教
材
の
中
に
複
合
的
な
知
識
を

含
ん
で
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
教
材
の
内
容
を
一
言
で
分
類
し

た
り
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に
図
表
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
項
で
は

『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
収
録
の
文
章
教
材
の
特
徴
を
、
巻
別
に
実
例
を
挙
げ

な
が
ら
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
巻
之
一
は
先
述
の
と
お
り
、
句
法
練
習
課
と
短
編
の
日
本
漢
文
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
句
法
練
習
課
（
全
一
五
課
）
の
次
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
章
教
材
　６０

課
中
、
日
本
史
上
の
人
物
伝
は
二
、
二
〇
、
二
四
、
二
七
、
二
九
、
三
九
、
四

三
、
四
八
、
五
五
、
六
〇
の
わ
ず
か
一
〇
課
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
西
洋
の

逸
話
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
な
ど
を
西
洋
の
人
物
伝
が
収
録
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
「
三
五 
東
海
鉄
道 
其
一
」「
三
六 
東
海
鉄
道 
其
二
」「
三
七 
東

海
鉄
道 
其
三
」
や
「
一
三 
大
木
」（
米
国
シ
ェ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
）
と
い
っ
た
国

内
外
の
地
理
教
材
、『
理
科
教
科
書
』『
博
物
新
編
』
を
典
拠
と
す
る
理
科
教
材
、

「
四
四 
抹
香
鯨
」
や
「
五
八 
駝
鳥
」（
ダ
チ
ョ
ウ
）
な
ど
の
生
物
教
材
な
ど
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
義
和
団
事
件
の
「
三
三 
服
部
中
佐
」、
日
露
戦
争
の
「
五

二 
白
襷
隊 
其
一
」「
五
三 
白
襷
隊 
其
二
」
と
い
っ
た
戦
争
を
題
材
に
し
た
文

章
の
内
容
は
、
時
事
的
な
記
事
文
の
傾
向
が
あ
る
。
五
十
六
・
五
十
七
課
に
は

「
修
学
旅
行 
其
一
・
二
」
と
い
う
中
学
生
の
生
活
を
題
材
に
し
た
日
記
文
も
収
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録
さ
れ
て
お
り
、
巻
之
一
の
文
章
教
材
の
内
容
は
全
体
と
し
て
生
徒
向
け
の
読

本
ら
し
い
性
格
を
有
し
て
い
る
。

　
巻
之
二
も
巻
之
一
と
同
様
に
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
を
収
録
し
て
い
る
が
、

巻
之
一
と
比
較
し
て
日
本
史
教
材
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
教
材
の
配
列
を
分
析
す
る
と
巻
之
一
の
配
列
と
は
異
な
り
、
隣
接
す
る
学

課
の
内
容
に
関
連
が
見
出
せ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
一 
重
盛
諫

父
」
か
ら
「
八 
了
伯
聴
平
語
」
ま
で
は
平
安
末
期
の
平
氏
・
源
氏
の
史
話
で
あ

り
、
次
の
「
九 
風
勢
」
は
脈
絡
の
な
い
博
物
教
材
で
あ
る
が
、「
一
〇 
湊
川
之

戦
」
で
再
び
日
本
史
教
材
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
教
材
「
一
二 
川
中
島
之

戦 
其
一
」「
一
三 
川
中
島
之
戦 
其
二
」
の
後
に
は
「
一
四 
西
条
山
」「
一
五 

春
日
山
」
と
い
う
川
中
島
の
戦
い
の
古
戦
場
を
巡
る
紀
行
文
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、「
一
九 
廣
瀬
中
佐
伝
」（
人
物
伝
）、「
二
〇 
鳴
戸
」（
博
物
教
材
）、

「
二
一 
網
鯛
」（
地
理
教
材
）
の
連
続
す
る
三
課
は
、
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
こ
そ
違

う
も
の
の
「
海
」
を
主
題
と
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
あ
と
、
巻
全
体
を
通
し
て
み
る
と
歴
史
教
材
は
分
散
し
て
収
録
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
概
ね
時
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
巻
之
三
も
巻
之
二
同
様
の

内
容
で
あ
り
、
隣
接
す
る
学
課
の
内
容
に
関
連
の
あ
る
箇
所
が
見
出
せ
る
。
ま

た
、
巻
之
二
と
同
様
に
歴
史
教
材
は
分
散
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
巻

全
体
で
は
時
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　
巻
之
四
は
日
本
漢
文
二
五
課
と
中
国
漢
文
三
四
課
の
全
五
九
課
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
日
本
漢
文
の
多
く
は
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
漢
学
者

に
よ
る
論
説
文
や
記
事
文
、
序
文
で
あ
り
、
内
容
は
修
身
、
歴
史
、
地
理
な
ど

で
あ
る
。
例
え
ば
「
一 
忠
孝
一
本
」
は
水
戸
学
の
藤
田
東
湖
の
忠
孝
一
元
論
に

関
す
る
文
章
で
あ
る
。
序
文
は
『
五
一 
百
科
全
書
序
』（
中
村
敬
宇
）
な
ど
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
当
時
は
学
術
書
な
ど
の
序
文
・
跋
文
は
漢
文
で
書
か
れ

る
慣
習
が
残
っ
て
い
た
た
め
、
漢
文
の
有
用
性
を
示
す
意
味
で
序
文
が
収
録
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
漢
文
で
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
は
『
蒙
求
』

（
全
五
課
）『
十
八
史
略
』（
全
九
課
）『
唐
宋
八
大
家
文
』『
小
学
』
で
あ
る
。
ま

た
、
第
四
～
六
課
（「
四 
藺
相
如
附
記
夜
送
趙
縦
」『
十
八
史
略
』・「
五 
題
藺

相
如
奉
璧
圖
」
安
井
息
軒
・「
六 
藺
相
如
論
」
長
野
豊
山
）
や
、
第
一
六
・
一

七
課
（「
一
六 
信
陵
君
救
邯
鄲
」『
十
八
史
略
』・「
一
七 
論
信
陵
君
」
長
野
豊

山
）、
あ
る
い
は
第
三
七
～
三
九
課
（「
三
七 
赤
壁
之
戦
」『
十
八
史
略
』・「
三

八 
前
赤
壁
之
賦
」
蘇
東
坡
・「
三
九 
後
赤
壁
賦
」
蘇
東
坡
）
な
ど
の
箇
所
は
、

隣
接
す
る
学
課
の
内
容
が
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
歴
史
書
の
後

に
関
連
の
あ
る
論
説
文
や
漢
詩
を
配
置
す
る
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。

　
巻
之
五
は
日
本
漢
文
一
四
課
と
中
国
漢
文
四
八
課
の
全
六
二
課
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
巻
之
四
に
比
べ
て
中
国
漢
文
の
比
重
が
大
き
い
。
日
本
漢
文
は
序
文

や
歴
史
書
で
あ
る
が
、『
学
問
の
す
す
め
』
と
な
ら
ぶ
明
治
期
の
代
表
的
な
啓
蒙

書
で
あ
る
『
自
助
論
』
の
序
文
が
二
箇
所
で
収
録
さ
れ
て
い
る
（「
一 
自
助
論

第
五
編
自
序
附
記
誠
（
中
庸
。
小
学
）」「
三
〇 
自
助
論
第
九
編
自
序
」）。
中
国

漢
文
の
出
典
は
『
十
八
史
略
』『
通
鑑
綱
目
』
と
い
っ
た
歴
史
書
や
『
唐
宋
八
大

家
文
』『
論
語
』（「
四
七
格
言
十
則
」）『
孟
子
』『
荘
子
』
で
あ
る
。

　
以
上
で
指
摘
し
た
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
の
全
体
的
な
特
徴
は
次
の
よ

う
に
要
約
で
き
る
。

①
冒
頭
は
句
法
練
習
課
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
の
文
章
教
材
は
短
編
か
ら
長

編
へ
と
配
列
さ
れ
て
お
り
、
学
年
段
階
に
対
応
し
て
い
る
。

②
巻
之
一
は
記
事
文
・
時
事
文
な
ど
多
様
な
内
容
の
文
章
の
比
重
が
大
き
い
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が
、
巻
が
上
が
る
に
つ
れ
て
少
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
歴
史
や
思
想
（
修

身
）
に
関
す
る
文
章
が
増
加
す
る
。

③
日
本
漢
文
の
比
重
が
大
き
く
、
高
学
年
用
の
巻
之
四
・
五
に
も
日
本
漢
文

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
中
国
漢
文
は
、
短
編
の
教
材
が
巻
之
四
・
五
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
三
五
年
の
「
中
学
校
教
授
要
目
」
公
布
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
第
一
訂
正

漢
文
教
科
書
』（
明
治
四
一
年
第
五
版
）
の
編
纂
方
針
の
特
色
と
し
て
は
、
巻
之

一
冒
頭
に
句
法
練
習
課
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
次
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
章
教
材

は
お
お
む
ね
短
文
か
ら
長
文
へ
の
順
で
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
歴
史
教
材

の
他
に
博
物
教
材
や
時
事
文
、
論
説
文
が
多
数
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
検
定
認
可
第
一
号
『
中
学
漢
文
読
本
』
と
は
異
な
っ
て
収

録
さ
れ
た
教
材
の
内
容
が
多
様
化
さ
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
学
校
制
度
や
現

実
社
会
に
対
応
し
た
中
学
生
向
け
の
漢
文
読
本
と
い
う
性
格
が
強
め
ら
れ
て
い

る
と
い
え
る
。

４
　
落
合
直
文
編
『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』
の
編
纂
方
針

と
教
材
内
容
の
特
徴

　
３
節
で
指
摘
し
た
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
の
特
徴
は
、
同
年
代
の
他
の

漢
文
教
科
書
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
語
教
科
書
の
編
纂
方
針
と
も
関
連
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教

授
要
目
」
準
拠
の
中
等
国
語
教
科
書
の
典
型
例
と
し
て
落
合
直
文
編
『
訂
正
中

等
国
語
読
本
』
巻
一
～
十
（
明
治
書
院
発
行
・
明
治
三
六
年
版
）
に
着
目
し
、

落
合
直
文
編
『
訂
正
中
等
国
語
読
本
編
纂
趣
意
書
』（
明
治
三
六
年
発
行
・
国
立

国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
本
）
や
『
訂
正
中
等
国
語
読

本
』
の
編
纂
方
針
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
あ
る
山
根
安
太
郎
『
国
語
教
育
史

研
究
─
近
代
国
語
科
教
育
の
形
成
─
』（
溝
本
積
善
館 
一
九
六
六
年
）
の
論
考

を
参
考
と
し
て
『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』
の
編
纂
方
針
と
文
章
教
材
の
特
徴
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
山
根
（
一
九
六
六
）
は
国
語
教
科
書
史
に
お
け
る
落
合
直
文
編
『
訂
正
中
等

国
語
読
本
』（
明
治
三
六
年
版
）
の
位
置
づ
け
と
、
そ
の
編
集
方
針
の
特
徴
を
以

下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
選
択
し
た
教
材
の
種
類
・
領
域
に
つ
い
て
み
る
と
、
教
授
要
目
の
規
定
が
細

密
に
過
ぎ
て
、
む
し
ろ
動
き
が
つ
か
ぬ
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

編
集
の
手
腕
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
教
材
の
編
成
・
配
列
と
そ
の
選
択
に
帰
着
し

て
く
る
、
こ
の
点
で
は
か
な
り
に
洗
練
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
各
課
に
脈
絡
・
連
続
を
か
ん
が
え
、
問
題
の
展
開
・
補
足
・
比
較
・
収

約
な
ど
の
方
向
を
も
っ
て
数
課
を
配
列
し
て
い
る
こ
こ
ろ
み
を
と
っ
て
い
る

あ
と
は
、
各
巻
の
随
所
に
歴
然
と
み
ら
れ
、
あ
る
場
面
に
は
今
日
の
単
元
編

成
の
手
法
を
し
め
し
て
い
る
箇
所
も
み
い
だ
さ
れ
る
。」

「
教
材
選
定
の
う
え
で
は
、
た
ん
に
文
体
文
章
の
配
列
の
た
め
に
す
る
採
択
を

さ
け
、
古
文
・
擬
古
文
・
今
文
と
も
主
題
・
内
容
を
重
要
視
し
て
、
し
か
も
、

作
家
・
作
品
の
典
型
的
な
も
の
に
注
目
し
て
い
る
。」

「
要
目
に
「
小
学
校
ニ
於
ケ
ル
国
語
ト
ノ
連
絡
」
や
「
今
文
」
の
取
材
を
強
調

し
た
た
め
も
あ
る
が
、
中
学
生
の
志
気
に
適
合
す
る
随
想
や
論
説
文
が
み
ら

れ
、
前
代
の
成
人
む
き
の
古
典
集
成
本
と
は
色
合
い
が
か
わ
り
、
青
年
の
正
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気
に
満
ち
た
読
み
も
の
た
ら
し
め
ん
と
つ
と
め
た
あ
と
も
観
取
さ
れ
る
。
と

く
に
下
学
年
を
中
心
に
外
国
の
事
象
や
人
物
・
風
俗
を
素
材
と
す
る
文
章
が

め
だ
ち
、
こ
の
時
代
に
似
合
わ
ぬ
視
野
の
広
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

お
も
わ
れ
る
。」（
三
五
四
頁
）

　
さ
ら
に
山
根
（
一
九
六
六
）
は
『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』
の
「
欠
陥
」
と
し

て
、
日
本
の
近
代
文
学
自
体
が
発
達
途
上
で
あ
っ
た
た
め
に
口
語
体
の
小
説
が

収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
や
む
を
え
な
い
ま
で
も
、
幸
田
露
伴
な
ど
の
雅
文
体

作
品
も
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、「
中
学
校
教
授
要
目
」
の
指
示
に

従
っ
た
た
め
中
古
以
前
の
古
典
作
品
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
三
五
五
）。

　
実
際
に
『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』
の
教
材
を
確
認
し
て
み
る
と
、
全
体
と
し

て
明
治
三
五
年
版
「
中
学
校
教
授
要
目
」
で
指
定
さ
れ
た
作
品
や
教
材
配
列
の

方
針
に
一
致
し
て
い
る
。
山
根
（
一
九
六
六
）
が
指
摘
し
て
い
る
以
外
に
も
、

「
中
学
校
教
授
要
目
」
が
示
し
た
「
正
確
ナ
ル
口
語
ノ
標
準
ヲ
示
ス
ヘ
キ
演
説
、

談
話
ノ
筆
記
」
の
教
材
と
し
て
、『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』
で
は
勝
海
舟
や
加
藤

弘
之
の
談
話 

収
録
さ
れ
て
お
り
、
言
文
一
致
体
へ
の
配
慮
も
見
ら
れ
る
。

　
教
材
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
、『
訂
正
中
等
国
語
読
本
編
纂
趣
意
書
』
に
も

「
他
の
学
科
と
の
連
絡
を
保
た
し
む
る
を
以
て
、
読
本
そ
の
も
の
ゝ
上
に
期
せ
ら

れ
た
る
、
智
識
の
啓
発
と
い
ふ
目
的
を
達
す
べ
き
、
最
も
、
有
効
な
る
方
法
と

信
じ
た
り
。」（
三
頁
）「
修
身
科
と
の
連
絡
に
つ
き
て
、
特
に
、
そ
の
用
意
を
費

や
し
た
り
き
。」「
他
の
学
科
と
の
連
絡
と
い
ふ
注
意
は
、
主
と
し
て
、
三
年
級

以
下
の
読
本
に
用
ゐ
た
り
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
倫
理
教
材
は
「
抽
象
的
の
材

料
」
を
避
け
て
「
具
象
的
の
材
料
」「
具
象
例
の
実
例
」
を
採
用
し
た
こ
と
、
そ

文
が

　１５

の
具
体
例
と
し
て
は
エ
ジ
ソ
ン
や
ビ
ス
マ
ル
ク
な
ど
の
人
物
教
材
を
収
録
し
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
教
材
の
配
列
方
法
に
つ
い
て
は
、『
訂
正
中
等
国
語
読
本
編
纂
趣
意
書
』
に
お

い
て
「
内
容
の
相
関
係
せ
る
も
の
を
選
び
て
、
類
を
以
て
、
こ
れ
を
配
列
し
た

る
な
り
。」（
二
二
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
進
度
を
想
定
し
て
季
節
に

沿
っ
た
教
材
を
配
列
し
た
こ
と
や
、
文
体
も
類
似
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
配
置

し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
山
根
（
一
九
六
六
）
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、『
訂
正
中
等

国
語
読
本
』
の
本
文
を
分
析
し
て
み
る
と
、
近
世
の
漢
学
者
の
著
作
を
典
拠
と

す
る
教
材
、
あ
る
い
は
漢
学
者
や
漢
文
を
題
材
に
し
た
教
材
な
ど
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。
新
井
白
石
の
書
簡
文
（
巻
四
「
五 
室
鳩
巣
に
与
ふ
る
書
」）
や
、
湯

浅
常
山
の
『
常
山
紀
談
』（
巻
三
「
二
八 
長
篠
」、
巻
五
「
一
七 
武
将
の
文
事
」

「
二
〇 
徳
川
光
圀
」）
室
鳩
巣
の
『
駿
台
雑
話
』（
巻
三
「
二
九 
殊
勝
な
る
武
者

振
」、
巻
四
「
二
五 
杉
田
壱
岐
」）、
成
島
司
直
の
『
徳
川
実
紀
』（
巻
四
「
二
三 

お
か
ち
の
局
」「
二
四 
本
多
正
信
と
加
藤
清
正
」、）
菅
茶
山
の
『
筆
の
す
さ
び
』

（
巻
四
「
六 
文
字
の
死
活
」、
巻
五
「
七 
高
山
彦
九
郎
」、）
は
近
世
の
儒
学
者

に
よ
る
文
章
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
原
典
か
ら
す
で
に
和
文
で
書
か
れ
て
い
る

文
章
で
あ
る
。
漢
学
者
や
漢
文
を
題
材
に
し
た
教
材
と
し
て
は
巻
五
の
「
一
九

 
国
語
国
文
の
変
遷
」『
井
上
毅
著
梧
陰
存
稿
』、
巻
八
の
「
二
六
・
二
七
・
二
八

 
頼
山
陽
及
び
そ
の
著
作
そ
の
一
・
二
・
三
」
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
国
文
（
近

古
文
）
で
あ
る
『
神
皇
正
統
記
』（
巻
六
「
二
六 
保
元
の
乱
」、
巻
七
「
二
二
・

二
三 
芳
野
の
行
宮
そ
の
一
・
二
」）
と
、
江
戸
時
代
の
国
文
（
近
世
文
）
で
あ

る
新
井
白
石
の
『
読
史
余
論
』（
巻
八
「
一
五 
源
頼
朝
論
」）
は
「
中
学
校
教
授

要
目
」
の
本
文
に
お
い
て
国
語
教
材
と
し
て
実
例
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
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漢
文
訓
読
体
の
影
響
が
強
い
文
体
を
持
つ
文
章
で
あ
る
。『
神
皇
正
統
記
』
や

『
読
史
世
論
』
な
ど
は
四
方
一
彌
（
二
〇
〇
四
）
が
調
査
し
た
明
治
一
〇
年
代
の

「
和
漢
文
」
科
時
代
に
用
い
ら
れ
た
丸
本
和
文
教
科
書
の
作
品
と
一
致
し
て
い 

。

　
以
上
、
本
節
の
分
析
か
ら
、『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』
編
集
方
針
の
特
徴
は
以

下
の
四
点
に
要
約
で
き
る
。

①「
今
文
」（
時
文
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

②
教
材
の
配
列
に
つ
い
て
、
隣
接
す
る
学
課
の
内
容
が
関
連
し
て
い
る
箇
所

が
あ
る
。

③
第
一
学
年
用
の
巻
之
一
で
は
外
国
の
事
象
や
人
物
・
風
俗
を
素
材
と
す
る

文
章
が
多
数
収
録
さ
れ
て
お
り
、
文
範
時
代
の
和
文
教
科
書
に
比
べ
る
と

内
容
の
多
様
で
視
野
が
広
い
。

④
歴
史
人
物
に
関
す
る
論
説
文
や
随
想
な
ど
で
、
中
学
生
の
志
気
に
適
合
す

る
文
章
が
み
ら
れ
る
。

５
　『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
と
『
訂
正
中
等
国
語
読

本
』
の
編
纂
方
針
比
較

　
３
節
と
４
節
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
準

拠
の
教
科
書
で
あ
る
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
と
『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』

の
編
纂
方
針
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
共
通
点
と
し
て
概
ね
次
の
三
点
が
指
摘

で
き
る
。

①
第
一
・
二
学
年
用
の
巻
で
修
身
、
歴
史
、
地
理
、
理
科
、
実
業
な
ど
多
様 る 　１６

な
教
材
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
総
合
科
目
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

②
隣
接
す
る
課
の
内
容
に
関
連
性
を
持
た
せ
た
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所

が
あ
る
。

③
新
し
い
文
章
か
ら
始
ま
っ
て
古
い
文
章
へ
、
短
く
簡
単
な
文
章
か
ら
長
い

文
章
へ
と
、
易
か
ら
難
へ
の
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』
の
特
徴
は
、
同
時
期
の

漢
文
教
科
書
の
傾
向
と
も
共
通
す
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
に
は
「
中
学
生
の

志
気
に
適
合
す
る
随
想
や
論
説
文
」
と
「
下
学
年
を
中
心
に
外
国
の
事
象
や
人

物
・
風
俗
を
素
材
と
す
る
文
章
」
が
採
用
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
明
治
三
五
年

「
中
学
校
教
授
要
目
」
が
施
行
さ
れ
た
時
期
に
、
国
語
と
漢
文
で
同
じ
傾
向
を
も

つ
教
科
書
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
。
開
化
的
な
教
材
や
中
学
生
の
志
気
を
鼓
舞
す

る
よ
う
な
文
章
が
採
用
さ
れ
る
傾
向
が
「
国
語
」
と
「
漢
文
」
の
両
方
に
存
在

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
と
『
訂
正
中
等
国
語
読

本
』
の
教
材
内
容
を
比
較
す
る
と
、「
国
語
」
と
「
漢
文
」
の
性
質
上
、
典
拠
を

同
じ
く
す
る
教
材
は
見
ら
れ
ず
、
内
容
が
完
全
な
重
複
す
る
教
材
も
な
い
が
、

教
材
内
容
の
傾
向
か
ら
両
教
科
書
の
共
通
点
と
相
違
点
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

漢
文
独
自
の
相
対
的
な
位
置
づ
け
や
特
徴
が
指
摘
で
き
る
と
考
え
る
。
教
材
内

容
と
し
て
共
通
す
る
の
は
、
第
一
・
二
学
年
用
の
巻
に
修
身
的
な
人
物
教
材
が

収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
訂
正
中
等
国
語
読
本
』
で
は
エ
ジ
ソ
ン
（
巻

一
「
一
九 
ト
マ
ス
、
エ
ヂ
ソ
ン
」）
や
ビ
ス
マ
ル
ク
（
巻
一
「
七 
ビ
ス
マ
ル
ク

の
幼
時
」）、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（
巻
四
「
二
六 
お
の
れ
を
屈
せ
よ
」）、『
第
一
訂

正
漢
文
教
科
書
』
で
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
（
巻
之
一
「
一
四 
牛
董
性
度
」）
や
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
（
巻
之
一
「
四
五 
弗
蘭
克
林
」）
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
偉
人
の
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徳
行
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
・
二
学
年
に
地
理
教
材
や
博
物
教

材
、
紀
行
文
を
収
録
し
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
一
方
、『
訂
正
中
等
国
語

読
本
』
と
比
較
し
た
場
合
の
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
独
自
の
特
徴
と
し
て

は
、
歴
史
を
題
材
に
し
た
教
材
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

６
　
お
わ
り
に

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
国
語
教
科
書
と
漢
文
教
科
書
に
は
編
纂
方
針
や
教
材
内

容
の
面
で
関
連
性
が
見
出
せ
る
箇
所
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
第

一
学
年
用
の
総
合
科
目
的
な
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
修
身
教
材
で
は

学
業
奨
励
の
内
容
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
実
用
的
な
文
章
か
ら
古
文
へ
、

易
か
ら
難
へ
、
学
年
段
階
の
応
じ
た
配
列
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
教
材
配
列
方
法
の
面
で
は
、
隣
接
す
る
学
課
の
主
題
・
内
容
で
関

連
性
を
持
た
せ
た
箇
所
が
あ
る
と
い
う
特
徴
も
『
中
等
国
語
読
本
』
と
『
第
一

訂
正
漢
文
教
科
書
』
で
共
通
し
て
お
り
、
こ
れ
は
同
時
期
の
国
語
・
漢
文
両
方

の
教
科
書
で
用
い
ら
れ
て
い
た
教
材
配
列
の
手
法
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の

配
列
方
法
が
国
語
教
科
書
で
用
い
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
明
治
三
五
年
「
中
学

校
教
授
要
目
」
で
教
材
内
容
が
詳
細
に
指
示
さ
れ
た
た
め
、
編
纂
者
の
編
纂
方

針
の
特
色
を
強
調
す
る
手
法
と
し
て
教
材
配
列
方
法
に
新
た
な
工
夫
を
加
え
た

の
で
は
な
い
か
と
山
根
安
太
郎
（
一
九
六
六
）
は
指
摘
し
て
い
た
。
こ
の
理
由

は
漢
文
教
科
書
に
も
あ
て
は
ま
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
の
結
果
か
ら
、

本
稿
１
‐
１
で
引
用
し
た
編
集
型
漢
文
教
科
書
の
特
徴
に
関
す
る
浜
本
純
逸

（
二
〇
一
二
）
の
指
摘
の
う
ち
、
教
材
配
列
に
関
す
る
③
（
丸
本
を
超
え
て
、
文

章
を
選
択
・
抄
出
し
て
編
者
の
観
点
に
立
脚
し
て
配
列
し
て
い
る
。）
と
④
（
教

材
文
の
配
列
に
当
た
っ
て
、
易
か
ら
難
へ
の
教
育
的
配
慮
を
持
っ
て
い
る
。）
の

特
徴
は
中
等
国
語
教
科
書
と
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
浜

本
（
二
〇
一
二
）
が
指
摘
し
た
残
り
の
①
（
日
本
漢
文
か
ら
漢
文
学
習
を
始
め

て
い
る
。
日
本
漢
文
が
漢
文
教
材
の
「
本
」
で
あ
り
「
始
め
」「
基
本
」
で
あ
る
、

と
考
え
て
い
る
。）・
②
（
漢
文
学
習
の
目
的
を
国
文
の
光
輝
（
よ
さ
）
を
発
揚

さ
せ
る
た
め
、
と
考
え
て
い
る
。）・
⑤
（
教
育
目
標
と
し
て
日
本
魂
及
び
皇
国

意
識
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。）
の
特
徴
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
の
国
語
重

視
の
方
針
を
漢
文
教
科
書
に
反
映
さ
せ
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
本
稿
２
節
で
指
摘
し
た
、
明
治
二
七
年
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程

度
」
改
正
～
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
の
時
期
に
お
け
る
国
語
重
視

の
方
針
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
漢
文
教
科
書

の
内
容
が
多
様
化
し
、
他
教
科
（
特
に
国
語
）
の
内
容
と
の
関
連
が
図
ら
れ
た

が
、
逆
に
中
等
国
語
教
科
書
の
な
か
に
も
漢
文
や
漢
学
に
つ
い
て
言
及
し
た
教

材
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に

は
教
育
課
程
上
「
国
語
」
重
視
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
漢
籍
の
教

養
や
漢
文
体
も
有
用
性
を
保
っ
て
い
た
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　『
中
等
国
語
読
本
』
と
比
較
し
た
場
合
の
『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』（
明
治

四
一
年
）
独
自
の
編
纂
方
針
の
特
色
と
し
て
は
、「
易
か
ら
難
」
の
編
纂
方
針
に

よ
っ
て
多
様
な
教
材
が
採
用
さ
れ
つ
つ
も
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
従
来
ど

お
り
の
歴
史
書
や
中
国
古
典
の
比
重
が
高
ま
る
傾
向
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
こ
の
歴
史
書
重
視
の
方
針
は
中
等
国
語
教
科
書
に
は
な
い
漢
文
教
科
書
固

有
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
漢
学
に
お
け
る
「
左
国
史
漢
」
か
ら
『
大
日
本

史
』『
日
本
外
史
』
へ
と
連
な
る
歴
史
書
の
教
養
は
単
な
る
歴
史
的
事
実
の
羅
列

で
は
な
く
、
経
世
済
民
の
知
恵
や
政
治
的
指
導
者
と
し
て
の
徳
目
と
い
う
意
義
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を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ 

そ
の
た
め
、
漢
学
に
お
け
る
歴
史
書

の
系
統
を
受
け
継
い
だ
漢
文
教
科
書
の
内
容
は
、
当
時
の
男
子
普
通
教
育
に
お

け
る
志
気
の
養
成
や
向
学
心
、
あ
る
い
は
勤
勉
性
と
い
っ
た
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー

（
業
績
主
義
）
の
価
値
観
と
関
連
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

注１
浜
本
純
逸
「
漢
文
教
育
の
成
立
過
程
─
一
八
五
〇
年
代
～
一
九
〇
二
（
明
治

三
五
）
年
─
」『
国
語
教
育
史
研
究
』
第
一
三
号 
二
〇
一
二
年 
一－

二
六
頁
。

２
浜
本
純
逸
（
二
〇
一
二
）
一
八
頁
。

３
橋
本
暢
夫
『
中
等
学
校
国
語
科
教
材
史
研
究
』
渓
水
社 
二
〇
〇
二
年 
一
頁
。

４
木
村
淳
「
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
漢
文
教
科
書
と
検
定
制
度
」『
中
国
近
現

代
文
化
研
究
』
十
号 
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会 
二
〇
〇
九
年 
七
九
頁
。

５
山
根
安
太
郎
『
国
語
教
育
史
研
究
─
近
代
国
語
科
教
育
の
形
成
─
』
溝
本
積

善
館 
一
九
六
六
年 
三
二
八－

三
六
一
頁
参
照
。

６
橋
本
暢
夫
『
中
等
学
校
国
語
科
教
材
史
研
究
』
渓
水
社 
二
〇
〇
二
年 
一
頁

参
照
。
な
お
、
橋
本
（
二
〇
〇
二
）
は
中
等
国
語
教
科
書
の
特
徴
を
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
中
等
国
語
科
教
材
は
、
言
語
文
化
に
力
点
が
置
か
れ
、

時
代
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
文
化
主
義
的
で
、
初
等
国
語
科
教
材
の
場
合

と
異
な
り
、
一
九
四
〇
年
代
前
半
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
皇
民
化
教
育
の
影
響
を

ほ
と
ん
ど
受
け
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
ⅴ
）

７
野
地
潤
家
『
野
地
潤
家
著
作
選
集 
第
５
巻 
国
語
教
育
史
の
探
究
』
明
治
図

書 
一
九
九
八
年 
六
八－

七
五
頁
。

８
浜
本
純
逸
「
漢
文
教
育
の
成
立
過
程
─
一
八
五
〇
年
代
～
一
九
〇
二
（
明
治

る
。

　１７

三
五
）
年
─
」『
国
語
教
育
史
研
究
』
第
一
三
号 
二
〇
一
二
年 
二
四
頁
。

９
長
谷
川
滋
成
『
漢
文
教
育
史
研
究
』（
青
葉
図
書 
一
九
八
四
年 
一
四－

一
五

頁
）、
山
根
安
太
郎
『
国
語
教
育
史
研
究
─
近
代
国
語
科
教
育
の
形
成
─
』

（
溝
本
積
善
館 
一
九
六
六
年 
三
三
五－

三
三
八
頁
）
参
照
。

　
明
治
三
四
年
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
は
文
部
省
内
教
育
史
編
纂
会
編
修

１０『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史 
第
四
巻
』（
龍
吟
社 
一
九
三
八
年 
一
七
九

頁
）
を
参
照
し
た
。

　
明
治
三
五
年
「
中
学
校
教
授
要
目
」
は
文
部
省
内
教
育
史
編
纂
会
編
修
『
明

１１
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
第
四
巻
』（
龍
吟
社 
一
九
三
八
年 
一
九
九－

二
〇

六
頁
）
を
参
照
し
た
。

　「
書
牘
文
」
と
は
書
簡
文
の
こ
と
を
指
す
。

１２　
前
田
勉
『
江
戸
の
読
書
会
─
会
読
の
思
想
』
平
凡
社
選
書 
二
〇
一
二
年 
四

１３
九－

五
〇
。

　『
第
一
訂
正
漢
文
教
科
書
』
は
和
装
本
で
あ
る
た
め
、
本
文
中
の
一
頁
は
二
つ

１４
折
り
（
二
ペ
ー
ジ
）
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
な
お
、
各
巻
一
ペ
ー
ジ
当
た
り

の
文
字
数
・
行
数
は
巻
之
一
の
み
縦
一
五
字
・
横
七
行
、
巻
之
二
～
五
は
縦

二
〇
字
・
横
一
〇
行
で
あ
る
。

　
巻
一
「
一
一 
海
外
の
一
知
己
」「
二
〇 
少
年
時
代
の
苦
学
」。

１５　
四
方
一
彌
『「
中
学
校
教
則
大
綱
」
の
基
礎
的
研
究
』
梓
出
版
社 
二
〇
〇
四

１６
年 
三
四
一－

三
五
三
頁
参
照
。

　
小
森
陽
一
「
夏
目
漱
石
の
『
文
学
論
』 
漢
学
に
所
謂
文
学
と
英
語
に
所
謂
文

１７
学
」
東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
・
漢
文
学
部
会
編
『
古
典
日
本
語
の
世
界
─

漢
字
が
つ
く
る
日
本
』
東
京
大
学
出
版
会 
二
〇
〇
七
年 
二
四
七－

二
四
八
頁
。

（
広
島
大
学
大
学
院
）

─　　─１６５




